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 巻写員、き'1・..一
 .、.一∴牒.西田稔

 近頃読んだ二手一スマ、栂耕立する米・ソに肉するもの＼うち、2

 ■の鳳箪するものが1あったロアメり刀のは時0)人アメリη南極押除隊
 一長べrド'州希のラ過剰食品のioo年南の貝拷蔵庫として商才塁地帯をf栗胴亡

 .よど云う布睾実■て1あり、ソ蓮一のは過去の人で30揃に大系葦8o。近くのダ
 イAイル半島マ原因不明のま＼死んだ太極探験象ノΨ一ギー十エフの死因

 突蹄庵榊ことで汐)る。楊榊怖九両極マあることも対iすう米・ペ

 ソらしくて・遇然とは云え約しうレい勺椛記すス什又湘舳'=

 ら大方こ“存知のこと＼して省く、が“.私の強調したレ,のほ、ど'うらのこ、

 びらう!雄の滞按縦帯庚に候ってけ金に叱柱つ1す
 す'川眞実のために争'帥ごとを進め汕描と岡の綿ウが1'蛾にな
 フてレ)ると思わ肌ることで一ある。

 ひる力、1'えrて茸が国の3i午廣一予算案互みるし、1じ=構か・話歪済力が、

 或はヤの両方0)原因315くるの31判らリいがn,まことに1じ調い潔りで

 舎王蛤滞惟岬く打出さオ1でいうと1‡・ど1うしても考縦し棚/
 鳴物λつの科㌢棲飾振興にしても、原、子力1実妹だ1すて1、キ糺七リ実麻秀

 ヵ1ら乱札は毒ケで軌)だうラが、喬・々のアK産陵麻σんカ噺剛こ出る1工
'、

 どの金郷ア川'ζ1'ころク'、向くとこ引こようと舶暖流天醐調酔
 勺んか青1次査定てば全額剤ら札だそうだ。水産汀ん汐ほだ秤学技術

 壱ノ肝レ)段階だと気わ堵しるのて;1あ糺ば、又何ぎη、申才べ'き。

 これでよレ〕のだIろう。、。微①方寸ンの内でと“んな調節脱桝到し

 つ、あり,どんな計画が水産業に付して立てる糺つ＼あうか一側二は

 知るよしもQレ1刻.I、爽馴こ現わ糺たときは水産でシ日本カiH立ち)して

 いたなんて二とに洩㌧掠漱に原貞レ〕たいゴあの1司かど矧庚と一物の考だ苅ま

 日本の水産にとつて李ライン声睡どこうて,なくな幼'も知札σい。
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 1う、防」に宇千句㌻.一一1一
 、前回勇次

 県の和咋プllス従私r咋姉牢うこ∠で1稀
 楊1こ畔㌧たr・呼外壁坤亡る州榔:多い。
 山舛呼勅憐は勿論凱よりア軸〒却)九・㈹二すげなく
 枢しが彩う帖バ沽ちよさせうれる。
 藁境に恵ま机たも。)州買言馴こ榊・て行くのは当り抗不備。自朽の努η

 眸弁財職の代弁坤就まごら榊1L・由'弓の揃旨単.
 しなゼ訳では飢1が,、キ:は㌣こqり珂んとク、途もあリ千うQ気、ウ、“する。賃才肌げど

 んすさ里だ1すは戴き兼絢さ。

 左柏司敏前馳叩郡蹄㌣た1ト
 キ支稀アの公、脚

 鮒寧の鈷卿に・麻哲人があ訴・公同の樽嘩1受し士らきち之走苅
 事こ俄術蜂舵潮待で市村・人伽阿は秘う苅＼。象莉塔カ職に
 髄離㍑い帷離い執描ん確=いたく帆
 顕と足と口・.二・1

 禅卯1帥綿叫し・ヌ柵瞬加率/榊町叩々
 ら叫帆乍ヤ年人㍗勿廠㍗動仰と机ぱ㌧1前帰二
 ぺ蹄'棉1丁麟えたい1・≒l11技術峨捌本脚繋/が一生/し
 さピ,又そ汎らの・支持が苧ら机よ㍉手着の率だ'けは判然とミせだリ切)であ乱
 。言1緊肇1と根気

 擬自体に/噸か“舶蝪冷か,'卯I由ネ±会経済の趨勢蹴提汰雰僻近に

 柵あく仰肋摘出ごこ池レつくり取/ぐむ舳岬くi商学に賦変で・故
 帷だ1周到ミと掠.ミグ賓伯榊人で'あ訊

 一z一一



1自信

 癌帽楯叶岬∴の部紀州卿こ細事雌
 「て垣麦しゴ、。晴1干仰ふ磁1ぺ紬帆は更}二証し
 韓えの撚、二,戒乾柵よい。綱捌は虹であ一花〕締
 末のこれ、抑レ、。伺は}も加よ//朽提榊末めたレ1とス滞
 六象岬ふで帆柵丈帥左で柵さ州河中で州と乏'
 糠ばと切・と、思う卓判州札は1・仰けをや拙1替力蝋の郷・
 尊レ,巾。う、鮒が睾帆万古平晦塵榔臓麟
 で鮒す舛鉗ある。更に糾二1壷紬率綿こ入雌遇で
 もよ,、。発表し当,豆、の行猷指柿/浦.榊糧紬淋一節しωレ、
 従甘二ち箏伽う1と力甑浄謂嫁舳クを付榊刈り{
硬寄

 言蛸、、蝪て・託札は市価で歓多岬う宙甑率繊く
 榊,ず所謂榊当課蹄紬1/・紛紳柵機肪I司}こ
 、維え地レ榊・州、似帷嚇圭と1て口ず'榊対頼
 鮒1は㍗琴郷栢11六制事淋綿〕椎1こ吋
 わ飢"調邸紬榊上ヴ'l1/淋郊師鳥静こな
 壬麻フ匁普し、。こ,トこも左紙祁榊孤秤111頼鮒嚇
 さま二榊し帆.篶、鋤寅団鎌丁けて行1土で年ヅつの絆'と・
 紬i油あう1し、樽し珊耐鱗6)持ち方て1ある1
 嘆きれう士瑚

 蹄で紅飾プ・人で紬111か両神揃き神
 ム苫職.析あづこと・、■I鮒あ/、勅帥〕雫で純然し鏑
 のこと飾ら丑、工帯ビ、ブ・1パすま・緯苅い口繍

 一一δ'



 は樹1・人でと望峠/ドれ/:自信路一1。一11='続鮒し帥蝉ヴ外
×.∵×1×

 又椋リーi湖し用1・若訂圭爽められた紛こ榊1て1ま1㌃日本
 知識は畔めつ昨1つ帥Il。紬と遠フてしま屯所詮私の.性/こ却
 一ん報師1引率けた惰ぴ1み1^み鳳せ…州中試帆芦Iいで弟1手・
 三か㍗敵く崎杵は縮のつもリ㍗1呼.併叩宿敵φ
 暴言多謝。

 (筆名漁、政謙訂
 △一一一△△

 「TTTマ
 2。月。冒{ソく)

 養殖の北山評妻家京での・肥へ出張(1牛巳まで〕

 刎圧痛、踊の説明言べ食合き県矛1合言葉室で、・今イ会希71く養一'課長ε涌政課長・公衆祷r生3

 言張及ひII課員・医務言果・卒放課套冥、吝嬬びうは.白石要造評艮・簾国岬野評夏。
 研て・あ・た。無精改善ヒ職ナ削1よ捌亜の締、キの伽瑚とし入敦衰

 鉗臨鰍らljと稀概数の敵ヰ雛rきア/、育雛鮒甑閥榊く一I医.

 1手フさI1湖よラ僻鱗めて指示楓怖完ア蹄どこ漕汰1・師'
 う三いし自分で一思索臓肩。

 2月O目一{氷〕

 2片餓榊イ芒支払繍。.12府31卯珊で重柵/リ静置r榊陳永山技

 師同行.建込賜前高さψこ最適のとこうと看・j薙リぴ1まだ一初歩の全党としては止

 むを得洲。・湾内として1事漱1漬忘一I。崎締楓
 、・」

一年一



 ・I」・雫千の塀.羊∴(牟紬/.一一一・.=∴
 ….川上・市正

 熊毛海酬憾仰初は∵争舳紬膝寵榊;痂締抑
 殆んど一ウい畔繍こ椋.存してい誠一r丈'7I才,リま亨。折涌郊浦・淋重化:

 祥う瀬業種類αホ、し的傾向1に反し・・依術として把完源ナ1秒こ1が一みついている1一.
 杖.態では∴仰痢躯頬一も極めて舶紙こ柵い鰍・1だ鮎網献.二年
 釣一笑穐算。キの殆んどが唱帰り程度の切⊃で・、そのため天候一11ダ流・等そのI自然

 肺約によう稼動華一の他下壱・少くあ!ルペ水う漁牟1の糠才る鯛林籍
 捉に見一て・一別図σ1切くて'、近潮こ嚇鮒に擁魚宅羊の斑をみて去・/、舶域微
 それの糟互生がこた時棚ヴ繍鮎の坊森を相、一応の年同操勅確
 ばとらオしてリうようでありミ1オ。

 こ＼て・は1西之夷乃協筆内の)、膏矩の動きについて.大樹ε'こ.調べた結果き記したい
 と躍、口ま才。一さ1ガネ釣漁場

 け1ユ'・・朽5一札州流享11鮮魚場
 (うぴ'⑭.ご.、r～淵〕

6
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 テ嚇11綱鮪.。
 '榊鯛ヤ(帆㌃岬フ子
 (ごぱ'け一州.・延維漁端↓廷

 、7∴≦ぼ与伽ら州き■フ州重一
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 (1州キ払場.1
 べ洲す
;繍一村蛾鯛1

 θ一雄逓漁ポ1び・(`コー州
 (1う1㌶業、享融)(鰍箏月

一5一



 蹄薫榊酬午に三'坤'㍗合へ鮒三㍗=町・I†竺†李
 轡嘩・叶'那蛾し㍗1帆.1李が腿に1枇紬
 瞬蝉断の㍗きに到=・よ1甲く高や床た船・がらラ1芦合へ幟の帝
 二携塗の1曇目茎みた1ことは、毛榊こ遺『澱て11あ1月した。

 .:一・:二.δ二1と1ほ、今童,の生意書ガ三≒、労勿鮭.{叙室¥のユ㌧候⊃て転頓才ぺき漁業ゲー'不足し

 ・て斗畔乏・・う≡とで.柿・1よ㍉こ肘うな叩錯靴縦こτの糟挑晩
 噌適師・は、丁大統郎・の1瀞・一・本命tlに従靴てちJ、ば木

 一鎌趨餓毛肪で・の漁稽の棚には・ヤ勺干字1力線:と卯一ら・殆んど4j;
 遠頓索11は'以,・㌣θブ≒.(ど'∂i,'、こ.～3モ程度の郎

 .幾耀1於ヤ1締あ～ll;だ体と云・たとこうで1'二一〕.抗
 即ち重ウ石ダこ1二一事芦㌻、〆;殆"隻、ボ、」'・を呈穴・埼・洲μ奇1,セ田町事泊の

 1・や9辞率に桟さ柵1ま琉
 、で棟㌢1、。灯;薫.苧、は、㍗・1玲11,戸1(=κド;ひ1・淋;薯川側・蹴屯

 (率蝋)・丁べ(111幸対外一司一κ貢朴1/噌フ(411
 受織.)・。洲這紬j:綻壱小とてい1葦.;;・手1(1液ジ責刺帷重力)曲珊瑚

 噂叶!㍗ぐ愛絃外1ア11ψ1ぞ!膝て周嚇
 ・暇態箏てい抑プ}ミ木・一こ・㍗崎T1幕1よ本日寧牒た帆
 喋.内I外の戸1!で曽玲宇治名汽で足を延れてお・リ批柵芭の動沸

 1峰・瀞浦岬リ麻1嚇1イー1つで・!・腐㍗11ぱ・動楴!共
 に仰杁・二机だ咋討邑五ていζ人・或いは鰍榊てレ卿ういろ
 千・㍗の業側・創牒だI柳!の・x絹鰍榔牒と帥含1帥とに今
 林中ます一沸㌣㍗)ニビこ狩邑とさ僻いピ葉けり綿にみ
 ?机苧同種榊㍗う・二洲嚇Iか.㍗斉戸/∴.制1蝉入し
 剛㍑郁主で夫1司咋、業をり1れので、壬帥としてダ州提俄してトはす。ヌ1

 一一θ一



 一衝締結細脚㍗叶1・各1耶麻向継!肌/、.例/
 滑に縦の鮒爪桝力備1仰鮒牟びつ榊)たラHし獅一州
 て/はい、鮒の洲と云う,点{凧、…一、門松
 う卵1千1て榊・の醐ミ鵬沁'、リ舳ヨ岡つ・ろに
 叩って1二三二の浦で樋こよ一1て一1髄糊季町/1ま丸こ・で■郎
 舶・矯勤・η稲亙ど!j」]ブ・、イの年1郎)動き包みると下衣の週1jとなリ了います。

動力線(州

   '一一^一■」程簸J瀕剛虻、涌目牧

   きび刺河ダーグ月1月表舳ヨ仁。一一_一_____..一..、五..⊥L.三.室二二鳥
   と秋'郁禺.ト4片之・ソほこ市ト9タえ州器毛海域I『
   }1まう噂〃～引片/o冴熊～砺一 熊毛砺ゴ

 、・締還カ万籍(省けた''け)の鳩合

 種類込、迎…㍑日書場コ

 草津きゴテ:蹄箏
 紙動力箱(網繍と釘漁業)の楊含

 ワ午



 埼伽に・一路締1梯の湘丁糠捌奇鼻～果断締
 .縞鳩に紙1㍗1ジ叫峨獅1別肺も大同崎あばぺ。〕、吐
 鰍予平=竿は・㌣肘紅巾軌た抑、こ町1戦の甲で
 艦の与沁計11に11殊臓噛三～・=1出1り概量・漱と云うこと眠
 うザポ牢}ら・1・:j1寸㌣一・.一・ゴ1.対、斑云う晒含;て/洲でI
 あほす。1

 この篶1ゾー11年プll∴一1-1一■'三・llき三試1,とバコ紬意こ二め.と
 し㍗■≒、一…Iぺ1「1㌣竹ジ.・1・'一j1～、.1・1三竿にかえη1ラン賦伺1州

 ま秋、1(・:ニニ、1∵㌢1}1)三111∵こ一秒支沖・リ、1綱ア1
 フ〉W〃1・≡えぐ'†・}!わ。)ごとは、㍉.1,illl・I綿帥こ・麻iミ術,帥に喜三1ま・し
 1ドとて批↑ス■百之蓑11-/)気・∵)沌によ/、今榊榊倣った,
 メチ棚榊〆1・えて!肺・すll、源掬メ切へ摘心七大きく、今納精発
 馳大川こ享桁さオ1打出

××  〉く

㌻1∴∴∴
 (軌鮒迎柳川日卿は.1今出榊…珂嫉繍漱鮒こ、んでI

 、・/1線練1㌃∵11練二㍍㍗)ら
L_

3



 メチヵ鈎漁業1..一
 …胞夜道路

 餓近海に於て鰍に盛え鴫～5/械叙穿ぱ、午亭知嚇
 西寧、の葉タド踏によつてギ表`河1ホロ板を一侠用す慧ようにぢってびら壷々盛)見き星エ、て

 :㍗豪紬柵、交上記二・綿によって占め1ろ秋てい痢末で昧
 無毛肺の滴帥ト1二“.延1!亀・キビ“刺網けバ'一一楠一率輸涌紫と共に触鄭

 順・炉翫て橡案す洲'嚇・ξ々,='・末だ確化衰の切で・、鼻外稚1こ膚交1て稽省域

 5遵縦昆I芒ていうへ令三千に∴一書奴繍蝸て・毛却榊司榊漁稟峨籾

 榊・て紬秦一}ll⇒一…,気選ゲー,1・・}1て凧李漁業㈱瑚こは弾と類
 ・似川淋均こ徳技計うたケ;)二伸乞僻して職1蝸牢り.臥岨
 綿1一列税にて宋1案二鮒二当'バ槻で11碧疫力榊蝉当に撤飢フ/駒奏
 岡村て釣獲朽。

 訊粥の職1ま榊ク日ゲ・52月5随雛したりいI碑と1丁モ・神パ嚇一撃、橡

 案であ/二子・鰍の庶舛た力11.化の漁業にくらべて幹であ/、1蹴淳減
 出ネ札す“誰れにむボ末つ漁業であ弘

 臥下林率咋雛ど'・岬想欧れば1'
;、

 抑言掃鯖岬呉に洲て的と・

 釣竿一…一桁付長き姑I㌧3K元日3.～4相へ戸
 釣糸一…一す仙ニアクスi7厘釣鋤打の勘ま節制ヤ嘘い切

 釣針一…加と呼ば'巧レ!る扱館針(別区)

 山1I卜一一一一桶材て作ったラ香水板。刷図)

 潟県の中マ」寿豆尋・;ぺ乞。のはホロ板て・わり、こ机の作動林態が1一こσ)潮亥の中1じ

 で'外こ汕こよって1魚獲毛施され募ら川。振北給量恢'鴫加楓の湊二

 沸榊鮮に牝考1苓奇鮒すて調続調1ラ』詰榊小口側獅撤j私、数を、

/

“o_



 激長擁く楓鉦、1へ3就眠//す1す婁。木口米え(1…剛有岬1=締1紬祝え々、

 後方き・す位1こ川るベニ..二
 え、利1席、臓ぎえ精一杯の1㌶1,i1琢竹1代紬糸1淋焔がI重瓢郵宣の従訓

 碗らし㌣/一一舅は峰口しくなミよ1にすう・こ水1一一1抑フ左右にたく鴫と1永ぐ』
 I狗螺り、`'外勤1技'態士11-1柔。て未、さ、

 構瞥に刊て去れ衛。=とは、印こ一ついτで一才。1;こ11!は伽1災同榊む/外

 く補粁とこでし牛嫡皿鹿踊由サンゴ'・マ・ソゴウ鯨の帰及歯など1一いういろある,う

 しいが1'これ算rll.、郭耐上、入手し難いので一苦逓は皆吊駅(1孝・/洲～1州)j

 め擬餌針/=榊一ゾ八)ヨ依肌11引

 ゴ撒鰍普重.シラスω斌榊怖,～帥・;試;歌涙裟て一1よ=モじ汀'を狭

 踊しト。末だIシラ入との応較はt分で軌w=一一捧の意見齢穴令した紬果では探案

 稲の介一帥シラス.に防す'、キじ打で七、ネ粒∴サドハど拭いらしレ〕

 が'.戸村近に携味喬呂の多レ〕昼寺は.,ラスク1一」巷遮していうと0フことであう。しかし

 このシラスも・畏く堆i歳し黄色味を1帯状て1束たら全く効果iまぱい。

 雛I捕脚1たよき二呼餓であ/鮒ま輔州湘/い鵬こ
 於では別図のよ・う1;毎蒙柚θ撤締拭とこて胸こ洲1・1羊椴位フ“っ

～、

 流まら帥柵ここで旅く。稽の旋回祁一意青頭.軍舵旋りク/“主であり、道往11K

 ～μK住の門き描きつ＼1、留獲才う。ラ.雫穫方域は一[!に三、って」`ユよ茸慨芋ヲ漁樟、と

 1準酬し酬でれ
 レ・刈二筒'言に三孝へ'たクザヲ.罰腸で‡東業オう場合は締のも考交・葺～1い人買徹と1'により、涌

 艇回沌1レξ・1ケ・。1・・。芝1・.て未う.。

 今後竹1一一声祁1111。一でれ11木し朽η石11ぢ二ごて奉り、一上き・・走栄て・荷粁

 砂大きさ1デ年一郭舵撤1ノベラと.叉11一紬:竺・;竺・形態.五.i㌢同的に刷=究才鋤11'

 言髄となうう。

 __1n.__、._一..一.._



 浦判捌酌切くでゑさ。
 イ押㍗卒桐・・府ぺ1;杜ヅ的。

 太一吊J}1“巾'山、島、

 利庶れて今餓川三行伽1!冷、、`手妄て.㌧,、
(

∵

r/、

と1
4'

(〕
,
之

○
ぺ

↑

 工探業引η

ア

 ・者b

、。

 {返り州獲クj,'貞く環装便
ノノ

 ∵一I一、lr「し
 ㌧“こ:二二に一二!.一

 「二二こく
瓜操業図(口)

 ㌻ぺ茉二

 ÷理薫'
軸紙

＼
＼
工

豚鋤等図

㍍3ザ爪

 刊も

 ド仙二7層・

(

.
1

'/締綿
 ト加板

Jrホ1・

 一ココー



 干衆支那勅桝き・鰯連縄漁呪について
 率洋頑業I弁

 I伽'栖は粋洲でノ。=セウ舳.缶たグ牢、証ツバ市リ浦れ
 が・たθ自戻抄切12ジ・用・帖㌧12咋子飾1鮮期～
 ・O・δ.%自力、1一あラた理戻であう。

 一・二.二∵カヤ㍑"仏1雅州州知蹄1千
 ..、、一、.、るク'1大里であrた。

 ケメ鍛は〃～一50W-!24～/2e。万で・盛).1薫(・舳%～㍑勿)沌た。・

 。.二星鵬を平1じと椅賦で巻山系告洲視熱操楚行フていた。

 、㌻ヤ紬箱肌洲さノ㍗師メ浦に象中した上旬材
 ∵㍗'2ダ～鮒岬1財終っ・ている.バ句に調・・前V
 口簸..(ヒ'ン知キハダメベ†)漁乞行う湖'1'数隻昆られ自。

 畝島中心の操業は租、紺η刷二統いて打ってい乞。
 昨年のマカリ、uセウラ、飯は見う帆布サメ尋魚て・和方・0、に鼠ウ札さ禾呈雇、富

 '副灯キハスソベ:チれ次セ台杭葭
 ※魚種め麦動.

 岬㍗㍗こ於て肺業良の鮒巷1く遡1切1漁呼。
 (27㌧ラ0^〈/1ρ2う)η竈ε)

 町ロレ人旺1走即族業寸坤ガ多/岬こ①海剛こ衣・1引r牢
 と1『55年との南ネ嚢維凧互レt幸実して乳言。

 組、戎百カ応喪

 」_/9上二、_」
 %0,o・之6%「
 9/ノ、ノ1♪.小
 之_」88、減0一「

 一「2。一



 」二乗σ)如く網一風の」;でマスロ・カジキ今申こ方ジキ1ま浦ミ'レーレ送にすメ類は力車加して

 レ千柵㍗榊㍗てと∵よ㍗,・一
 〃とσム価に於け争ラジキ嬢め練種維卿衣

…

 1/9J」4`/9J←J午i
 冨2/26%4`909～%

一

0し4/4610,/7ク3
帖

 /ム06834、女3δク
 。,z97oo、ノ3ナ9
 /ノ、ノ2/4/、4ダ43

 紙11馳(膏枇の順砒5埠桝1帝てあ・!い紗珪庚i坤砂
 で・ある。

 矧こ/“セウ者・自皮舌回マウ舌の減ケが肪れてレ1る.。

 ※痛穫足数しの比較は串木野責棉が1次げていて、比嘩交のヌ寸豪になし得ないた

 め、百カにに依』」打つだ。麻里島女将のみのに牽乏を打って毛量と.して)風沙竜

 示、しマレiるb
 xx氏

 本編は破水産神・粥吏酎ら榊鯛11て坂.舳たをので碑
 晦帥稚呼呼淋、固・哀は榊一ジ〕(三遠締榊
 「'∵'i一・一'川一

 、ド鮒杯の効果
 ユ穏㈱1走剛こ夫馴こ械の榊影り榊楠舵つくる。

 2,P服・水温の調節憎⑩/主入調細嚇た伽k負に奏効1伽。

 3魚づオ李未下の…曇)軍は栄養す短1:1富∂ナ、71く中寺敦生物のナ曽タ違きラσグ1'オ。

 4.森林段板のため停,派の逸散があった亜

 5'鮒u㍗〈グ竿たも、.鯨樽し刑.I刺㍗の下動燃
す㍉

 一ほ一一一



 まぐうリ・じき乏1'1二軒煮場図

Fしき

 =〔=・12113

 /9し戸5一。ノ/'

11斗;捨
ψ;

:22.25 1ユ4'

'32.、  .33j弘吠二3』、.弓71苅
1禽禽

 ・421斗3
△

N

首

55
=凶}

 .I致

 .εピ.ε21ε5
 .同ミ基一綴

 .1首.1等†
 .1ア1一ア2・iア3
1コ

 蚊一、

 。婁2
 1息、'

 1す・一

 =r21号3

 .l02。

.叫
△
一同
肯

舛
.△
1凶
 宵。・

 G辛
口

.甘

 侮4ε一

一口

 ぶケ5ε
師
口.

 1らケ'・一島昌

:肌汐

 今71邦1斗r
lQ

1審

1制

 .57'5乞15rlもO

砂1

 1εr11ア。

 ∵∵'≡7『
 s51脇葺Iア.鮒1ぎr1冊

 I一づ;蟻一一一・竹re  r7r81『『llOO

 、…

 市3.」0斗1105-1061107110δ

 .i2年  三は一  ≡耐

 li夢r'1〕P

113ポ

2ぎ

2ε

24

 ・凡例

 ∠＼マフカアジキ0⊥ユ%～σ、5%

凶,口

 ○天(タ。

ロノ“セッ
 廿サ×

盈

粥

⑧

魑

甘

 0、女%ト人ヒ

〃

一一今一



 まぐろ・参じき逸話亀好漁場面、

 F南z  々 988一.!2・

駄111112一  1i311斗  “1r号1こ111、蘇「

ザ

 1221フ善12斗

1321331弘

 142143・1件・.一1価
'賛1倉1甘

1砥植1

12島
1△
1す

 △関1

 1ヲら13一ア153
1△
1凶

1対
1嶋14171斗8

一.汝

1e1

 1寸1△1す

11ア1

1引
1甘

1-72-1173
図

 ≡一首

154

1女

1脾
1せ

1騒

1ワ4

10
1.才

 16・1音3.・1糾

 1す△;享・1‡
1r2.・∵93

1防
 1△。
1閑
1甘一

1G5.
1寸

1口

175-

10

185

 1電壷q牛≡『5一'1『G  1r71一'一1冊'一1''1椚一一一'11OO  '一一㌫二正一

 11・)1・1口31叫1雌1ゆらl117一  1.lo厘,..1ゆ『

 1則u1ρぴ

.凡例

 マηジキ△σ・2%～q5帖ムO、㌻%以上
 〉,口内閲
 ギバ気、b'..⑱

 /“セウ、・口圃ル
 ヴメサ昔

 1・
、
.

一塩一



 藩域別魚禅。別館獲率(%)・r朋」

    鳶㌻♪求    簿 
   

ト出{へぷ

    轟
    段・弓':'1,・ 

   
心神う'、ざ1     轟

    噂、一

    ざ.1§111さ11111ミ1§l1111111さ1    樹睡無1斗1111nr11111＼1～1-l11.1111＼1

    趣緬ざ・覇悶'''
    やざ“も1㎡:d=1竃1ざ::・ざ=草高.:・:l1:l111ぱ1
へ
滞

映

 顯婁顯1ミ黙然11頭I
 箏珊踊{い1円ミ1

1
1

 さも報.吋  電ざ.  o.草高. ぱ.

 ̂～1＼1“1＼1  :＼1ρ):=:へ1寺1べ1 1＼:

昏

慶

剥揮
1

 :も:・1迩:
 lql・:町:

＼.
 ぺ票不衛て

科
細
求

韓
映

 ・む・{i1:む:寸・:町=

 1,lNl』 1へ1

庫

代
～

鱗

斌

炉

ざ

踏
段

ま

轟
映

=“:(''
 o・軸=:

:も:}: :o・・ざ・

1＼:.
:＼: =＼:

継
{b

求

書
奪
嚢

 一1G一



 海域別・鮒更別釣鷹幸悔)12月一州

  ・:喘・'沽.'ミ1“二1巧
  1女1書1三、

  1・1.■一一1一■r1  131ミ1一■一[.山II一,・、.=
1_一

1桜1

繍繍意電
 ミ～巾岱1x1副

遂義父製

 映H

 l
ミ

 ＼:ぺ1

 ______門i

 _心一_}____旦_虻_上納一直」

1、

 「トj,I、・・.

 斗二・

 電1＼I、=

 ='＼1べ1.

 □トペ亀叱§

 尊・も:ぺ・“・宮:一d・..も・〇一=

 “一1＼

“11,11き1

1/

 ‡」  l1。
 ・・目一・.
{

 :.一一、…てI寸rマ…1
書章

 一一一』;

山77一



 海域舳種別効嫉予(%い2月一㈹£、

トざ
1卜
Iド■/.
粋

 ド㍊。
 トー＼“
 '博＼・.

 仁〕I
,縞
(rぜ

1+一一1
 =伽;{1=斗:・
 1喝1戸1=で1.l1
㌻1

 1丁汀「
 ・(い。=
 二q・d.

'＼=

.“=

 :、l1二

 無も.ト:
皿曲

x

 、ざマ

 ト主1二、二ぺ  ＼=oo。:＼.＼

■1
 “・.“.㌔凸
寺=:例:(

:d・ぱ
吊

1八1:

“
シ
 寸→

 圃…段

 1藁…ギ万1い

 '＼・
士鋳
 U映

Q

1へ.:・

1へ:

1＼:

 年1＼=

 蠣…

_柵_



 果流.魚、
 又朴潜払・

 水産業榔廠膏柔と云う意啄てll、微で弔鯵研齢諦奮とよ伐瀬・
 怖1と体た・1榊1即参て榊栗も本・付そうっ畝思ラと繊
 雀ど聴叡ウバjチ跡㌧合わす,.生ぬき)用鵡に1曼・たllか琴腋マ1、腹い蹄で引

 桝ドζグ哀々てあっ㍍日榔塔附喜・てが逗械培践労たのh岬習で

 あう=蹄やうこてや碓の村リ岐で純τ帰擢・坤で1たく榊肪
 りはつ';い『軒婚、と矢上望とり11.麦亙に男勾星しよわ一一〉1すたものである。猿律iの才志劣一ター奮亨の外に

 何ク碗と1把/伽・'1らその1'≡可柳州一つに、1,3ち当るまで一は、びらク'われているい

 るよ沌ラ鯛d)恥骨に厭じた。

 今がら逮へ'ることは、手新〔宋噌にσ5グ''z『年だ一rだ。、或るみぞ'水1矯う{手米大

 ,鮮細あ滋鯛6曜にll{11才た靭脇綱林県定鰍^綱酬砂
 うの海流離1聯で馬った、篤、辮紙芝双1〒iして亡,鵜た''と云う。朽ば'秋

 にとつて〔きんの六月臓と体制こ対抗す独Dは餉・ら1潮<1.て工証街外1二秒'な

 レ1口■幸いその'靭つ夏、取セのとこうに.購入口ミァクァランク(溝木署.〕4、刊あrた。た一だ.

 1じ配はこと1格納水漉.の侭下であった。保激としては1)'㌣ケ・・ノ1枚一ただ'剛(

 る町甲って肘うと一ψ際上納累杓榔舳発し巳
 増愉1蹄外!一{1茎(繍1)1慨一逆唖策11-1た一冊鴻鮒1で

 殖.沸孟.雌1、病の馴・帷州1出tll')てI今よて一武みた1ケ1丈は全へて蝋、全く鯛
1、

 戸,1州ので一あ。たi、馴水温、3ら禾、i1榊瀬淋態、瞭刻1証し得た騎の靴よlj充刀柳1も

 洲倣力順きっ1',,忘執弓旭リ。榔榊1一言紋ろ札姜i乙!一抑1堵蝸1支全に・f箪終聯

 ・た1肌備ゲ11心中1;;鵬涌財'I鮒でテ編～岬大漁族さ振・て1外としを髄つ・一1爪柵騎は

 耗rlま・グーI㌫{m/夜11「)ペソ用OOねのI薯瓢貰った廠那.'ll一にQ・た。

 減1キ1一ヅ術''1州ば柵帰1ヤ1は先ブ毛1て蟻の領則孤貢「棚1よ/令毒.
 榊二辮僻牝;キ川1㈹'魚'泌1公剛ごけてrIも葡て1'馴。締崎1敢湖臓こ蛎寺刻こよ

 ・て穫柵郁,拍閉買袋111し1ブ岬き二衛てllはノ栗帆酬ク1うマーあう仲私グ鰯嚇,い

 に構・・た兆二・棚あ一～.1棚撚一とこξ:州:気仙仁の秘う=)化1芒・.ている。

 一・・'門…



 か介蕩.咋・問華周夜話
 ぺ・一・丸山、易美
 二・。'坤㍉稀ヨ岬・介琴に・Iい・て楓発走1た1とび1拍。・べ二りパシ
 ー平箏踊化1㌢蓑;呼/丁1て峨蹄物納鵬11テー÷一峨て鮒
 、弁亨坤コ・フ.の蹄海ノ蔀喰帆雌熱随従1榊舳一献
 ㌻蝉述、1淋帆踊2・楓麻.博士(籔師1、働植健講)ク。
 ・平辛岬き腕11松茎の都鰍丸にこ眺一たll一、今雌国洲
 ニレこ明さケ芝に附I1舳附あ研一;のテ千て・。、ラのへ紙切
 縛岬“う一。

 残労蒲に鯉帖.σし

 ス熱対邸岬剃1よフて滝・峨,と1、沽靴)1千句r1瞭抑il,フ川
 ∫終;雌顯蹄/賊によw㍗刷・二・)川棚!)冒さん壱釧と、琶
 永・一=し・榊戦こ了粛呈/)虹紋きは.!lj聯柵W'多〃3・胸
 坤跡残率二昧卑液ピ茎暇1!11検)て・悌榊1/工臨。尤捻
 1卿炉卿11鰍随1て童1州よ1;1恢、足棚榊Z一溜桑抑)
 一部独w如岬1蹄11;j1;llよl!1両チ液1穣・、てみ1と確籔
 卿一'皿に沽・・むや桃勤機一ア11瀞;llj・ら詩燃、考納う洲
 率どく…・1ベザ吹ネ畑<んで㌧.賃道〕.:/㌧珊柵と川。
 〆、・.二..二㍉.妙抑・州ご鯉こく
 一・・溜怜卿1等こ伽押柳一斑1郷さl!ている。こ水惟勅ら肺
 ・昨11シ=じいリネ卸11ポ。鯉犯滝舳孝1嚇11と云うのグ棚'二毒筏

 一州べに母亨於111“乱川、魚雄一足リと云って鮫
 々 1=‡1姉ご灯'宥I崎脈烹沙具1市・な惰ぺ、多い。

 1・1、∵.・一.ミ鵬・.に鰍)勅5.

 ・三1≡鰍=秘㍗こう卵1桝二加初。締槻肪リこ策陳
 舛(]箏111・砕1.1席一神集;.て書船して/舳。

 一つ卿一;之写ぎ舳
 一2G



 榊吻櫟σ滞餅剛こ汀ぎ.σ舳州い1うM'1いつ、うに'j-llI‡う〕コ紬れは

 淋槻ヴーロコ鵬輝1㌣の州ψマII・綿クー'一滴j岬妙い抑
 リ刺～雌舳i尾㌻で椛甲獅午鯛鮒ても榊
 害馴に'生きた葦・λ仙1に輔蛛熱耕に櫛ま!入φ・しると、希臓1杯制卒・州

 した黄色の泊舳),こ池ラ服に飾胴ので楯、1.グこ油であるので徹耕こく

 岬汐ψ二外海1に飲め訊
 虫下レこぱ海人車

 辟入榔池0)多1〕人種はWをう!ざ、と六に灯口こつ岬ま相当の研究クll■呑さ机

 ていうロサI)・トニンとウ、セ㌧タI〉の1交とヵ、レ〕うリラ才)るび一二副作用グ'なく、男匿曳I方0)誰、

 .いの鵬・芋で癖は間知のとみ/碗グ/綿・靭瓢幹かど岬伽こ
 壱一ま二1してい引弔'I利くのがが“チj号一て一'→二言差と1ニニ1して、,・1寿暗に港人年き揃ごて鉱凋こη〕

 たσ)て1れ東加柵士'マ、て一。1・ξも他人亨え篶σ川もこ仙二附者して鴫モ
 灰鞭に獅麻止D・1一はつ・い力・と名ぺ・ilrl≡淋川恥師大σ)竹本博士の弓:
 により海人車ク;ら桐=j栃晶一納アミバミ川I言出二雌.州サニトこ)舳倍燦宍

 か.星荷っ■(岬靭'1I究榊!・「外1二・戯・と亭・もぎ似/)で抗カ江)酸・1ユ町

 奉榔i'1強く・従・て淋■㍗・'㌔単グ㌧衛j三二ミー・篶憲で舳I採鰍柳∋
 1ピ1叩氷で桟岬1川“サ」一二rて汽…㍉Lil…1こてあま崎ごとは避1ウ掬帥
 ・モネ軍い榊二1ξうビう仰方い'㍗木}二^晩木に清して洲を飲ミ液
 ことで碗。.ヌ、.南ノギ酢の瞳衛.疫注グ,、声、洲1I多量・に、山0片の瞳はケ叡
 蜥グ・割られ書.しド

 ー、締辛1こ金魚ω,雫、/、免

 ぎ!'。{=三.,oパ・に1景、て七=咲いてt・iミだ山1七のは壬、勲と三、㍉のセりフ訓叩あった。

 ㌻紙奮i一;。斉、'ミも其えパも・養た・洲批二・、ど≒うでプ;1い。全納利舵・薫・た入は触

 一!プブい.1.∴う・.'一1項)刻)]禾411すぎ、元末念蔚は原種クlllフ・ナて1あうのて1<の邸工7
 づ一ぴド,'く、∵∵!1草。二て11土に・続111測一、}昧三.椅・1一てリテい榊中ノ貧擢飛の瞭

 ・1=二都ピjl'7i馳竈う亨jて・、紫、名し困って叶ヅ馴神公立塀士ゲ'金鳳と鰹の鱒

 の鋼含膚三前売ミ執て/jたク1"■中絶さ札たようたい。こ刀金.魚の黒,熾一一'解熱に特効

 一ユ1帖



 一葉帆1:I']I洲・戸瓜蝋・…う尾木桁方斌捌え勅順二八タ鮒
 一鮒山=洲一'聖1こ・}一沸琴刷1蛎ま蹄舳金魚は黒鮒・と¢

 1二∵∴∵三ピ∴∴刈こ㍗熟柿∴貯州卿
 ニニ確飢丁缶一そ1姉ぺ・ぺ!,i11・.句・'㍗マ・㍍二元・わ.ダリ1、,只・㍍由ど、と
 榊本書断崎ドーシ:j11・てザ.∵。.い、1;1∴二1二と.1ユ棚、1
 出嚇榊1㌣}山バj似.一一1;・v1星入.1・㌻戸,一:一衛,.紬宋
 徹1淡ご紅ゲ)ダI卯柵一1、ヌ音ゲ・三菱狛}ノくモ彩、ニブ、琶、二,フ塁.,3ぺ}こ・,。1
 =一蹴駒w茗似て1:“・淳男性と村とて着11寸書性卿一,帆
 一掃榊誠うて・赫一!惟卿獅締オ札ばi、靴のフサフれた琳
 1敏≡詐切表、婁。

 ・三二1一≡一・`・一・一一し暖流1こイ七フ:ビ(D黒崎

 =三掬1i手当榊灼よ11蝿コ;ザ三片;1・耕=ll=と榊、鱗ぐは
 ・三二継立札たと三ポのテ当、1叶.1汽箏マ化工じ・1)航、…同
 ≡=峨で・氏農鰍歩/と仲工ごの蹄籾着111州斧1でろ跳/倣,1=これ
 三鰭糊嚇淋1、・・珊あ/。珊汀11工順路熾縦
 仰紙棚宇琢粁と1星・せ術、柵雫舵味榊11=鮒。て,層.評に
 貌士カ'崎・㌣.1晩W渡れ.こ汕1同榊ニエヒー、怖気た榊
 善凌翻'湘刎嚇仏棚!て/)記

'、

 耳たI封じにアジのシ南.

 珊㍗崎州捌て親チ粋脈卯二と1グ価〕・外榊餓
 咋アジ脇㌦手付人!)了ジμ弓麟弗こ町に軒/こ遠火
 τ制亨と棚女柳重灼11'榊戦取舵の附1、き、下佃・ら歪に榊と
 へ『帷駁鶴11欲て榊1押入す1。
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 乱鮪浪.震・一95日d3坊、、

 '1♀∵・l1職継..・・一1.、1
 、,7岬製ア予踊敏チー1亘1の地ばこ・後祁品舳締・
 夢美呈=に.研ン包装の帆一2蹄胸こ榊チ『1高
 ㍗、1誓一1苧平目
 1,,=二二.咋叶1い蝉α一に齢擁縫吉デミ臓品・≒臓
 .克、3.結果'

 .{.、・..孔・昨1試料鵬一蹴舳倍一翻)鯛水マ・紺.しデ過、その矛液別って.

 玉…'・ζ'1'締楴と蛎。二の齢摺身嫌1砒榊11班なく・鵬糠
 。、.の値下に件♪j,新ス」二平Lて行く。対照とライ万ン包装のPH裏化.烹乏是うに対=

 艀の楊/合は約12晴膚1後}二PH工δカ、弓5、『一)ε,Oと工事Lてリう。アて77シ

 ㌣、、、・鎌し帥は72粥後に至る迎PHに靴は見惚しj口.
 ・1、え.1.タ…卜11ザN(減蔵雛〕燕煮醐NHジNlま糊の狐1鮒
 一三:更≡二一.・イ亭帷が1一肌鮒訪煮の解発こ帥と瓦て剛た1㍉晴j句の継

 。、.と舳H・は漸酵増仰作貢椛辿り・榊こ於ては湖1嚇雛贈
 き.二・1一,二孔蜥酬師循の敬f敬称ラ例瞭脚は満1ぎ紬よ

 鴫こ飛ん11率脇れオ!千湘吉1夜レこ飢てしjる4一、楯こ於
 て肝均・G・….刎1%で'棚ψ締鮭糊'瀞才肌
 6温慶戻ひ1趣受'試料は覆レ)させ市室内に放置してての麦化主観療したの

 でε騎離の■室汽糠主ひ'一に湿度乞記銭こた。モれ/ご依、うと7舳冒一一一1月

 22胃の巧率.3日向室杓癌庚は千カ2『ユ2口d。室内通ミ勝・ら%乳示してり氏
 ̀.㌧準狭査、綱こネ/踏㌧糾/ハ星馴州滞て蛎
 向後で一撮。この稽慶は店頭に科1てしぱ一'しは'1見村さ抑て・6〆湯豆"

 処理宰によリ綱に研之紬ので・椙。獅言縦て一は・?一川ソ種㍑液めう棚

 酬二実射鮒ら封L鰍の11枇一…汕い1岬亡;・1王1.～W榊加こ
 1簸妻二戸に祇の剛二訂て心ライ万ン嵌舳で㈱締麦Iこ灯ヤ

 ー矯戸に拾いて、葵化債杉ラ仔㌧乞.茨の緒禾削二孝三・リて通1'向完・鎌敗酸

 ・一2手一



 欺更包星してリうもの七あう。こメじは個体により、周一敬の足,う札なリニしのもあうため、素1畜、

 俵細菌グ傭人し芒ものと,思カ牝訊.併Lこれグヰ咲箭に、郊1・琴は山パ思わ一札る。

 七本軍苑鯨溜比敢賊雌交芦陳1二楴唯餅斌焚量郁方柱、ウ1'I

 採う桃てレ〕う∂111;菜ソリ穴によ劣誠雫発鎚水蒜一気庶溜し、糊謙鮒(初鰍

 .零度に対育う.『量の)疋瑠液酸渡の%つを来切た所・餅凄の価下に秤っマ藷溜比
 は漸次踊少し、ヌ、甘・2蒸、1鮒グ'I勅戻く鮒駆代表才うように、帥鳩。

 和腐敗前は如蘇雛カ1・一1〕才柵11跳鍵して/lるが,鮮馳.下に侭
 ・て仰%よリηこトて胴と云浦告に茎き覇錦こ於て毛ぞ地1^適触ネるグ

 言式緊と行フた。こオLによると才2熱留床ヨ1'roo%以下になさのは対照に於いて

 製了後30肪伺～3G麻一同0)1司にあり、ライ77ン'己蓑した七σ)ぱ装丁後帥肺岡

 ～I72時1司の帥二楯。

 '者.潤燭庚.言楴脆預州末葦帥堺しく掲榊二肌秦触7ウ、ソシて・も

 って約10/青春の蒸溜水て洗レi)允し、そ札琶光電た曾言十にクけ着液長毎の蓬た

 庚こ%とこて図示した・。三国)蜀度は素面のシ完鴻臭含で若干の潰差芝生孝弓グう出

 馬だI才毎醐一に洗)鯨茅楴周監すう1牌棚る。從・て製麺後臓斜走

 面の溺度がIとI岬に備カ'ばは1玉/韓リ2iI■1先鮒(腕押)
 試料緬抵(恥砕ザ牌こよ獄差を卯昧し・し例えば掃引1伽肌1二
 派けう透光率グー一アσ%士5%再†迎1ク''坪当・ではσいヅとぼれれる。/9二㌧で波長

 伽二岬る臓晦率敬継舳締虹;1臓の低下
 ノ1推少で1椀パ戦グ''24蹄苔陵と鴫と透梓棚ると低下こ3鵬一同後で一は30

 %に滅ソト1.て/)る。こ汕螺了後1胴献り2手1綱の榊二於リて、試'狩衣

 面に鯛酌1'I急激に繁殖量紬た軸意11木〕・人積は目茄の灘と鯛;こたう職

 ほ千イ〒してカ誓クロする。

 吋の言欄元一夕一よ㌧鯨鈷実矧・こ鯛(爆3眈り鋤麦帆)に於iす師販

 の轍製造猷妙淋1締のは装丁側・酬㍗/l一;ヅ嚇内の帥1
 完一)叩〔グ'1上昇(内一15,3グ1引)1帖O)ね。く肘員圭り斎餅素函,Iすべ'タ・)キき佳こ焔

 ㍗装丁後24舳て一1朴臭・気等腐敗1)初期と星微珊徴鰍1塘1つれ訊この剛)
 一一.z字一



 〔に麦仏1覗ら計ヒみかト・バー1・;二11畑叙に一1曽蚊鮒、一切移鵬1司一∴112房1帥こ(製ア

 後31綱～・1・帥急激11増卿・帆1%)ζ附・叉術叩二滞鯨
 溜比七この剛二洲マ争2嵩鮒グ舳以下と写、る。製ア後納句でNl一」。一(2i州捌
 叶1(a3～6、刊、突に増功、.タド観的に毛完全腐敗である。週渇虐1ま大体官能篠査と一・致
 塙。阯掃餅の腐鈍程に於/〕w雌に出一一Mま実化棚'1市二雛榊貯

 炭チli定酬ポM拙二㌣l!)指針乞紬る竿は大須・の・師iは掲み芹(も、鰍新と,肩.敗後に

 星柵舶こぼ、き雌紬え鮒、し紙結で舳)と.1暮似る。ヌ鯛灰糠の種類
 や縮湘こ依・て製造当初、製、戸口自榊Pトいi州。・一価1“違って末辞も考えう斗/、

 自ク1らての後に於けう腐一影疋推移経銚、又製,品は・て異ザ刷を士。。一(蒲鉾り)魚¥漸

 定職†と棚)は訳銚絆二/)辛だ'とz,舳」1仰ら舳。し州徽並に濯1緑1こ於

 1〕て餓繍と11竃:枇る1実ア後21榊1社iナう椛酸、ヤ2鯛帥依帥・練上i耳/
 '・製ア欄。綿～3臓剛こ於〕て初めて1帆之下照誌果互見て蝸。従って椴的に屑鰍

 糾己わ軋る製ア氏2手粥～30.聯LlアWも纐コ!チ締、伽ので蹴醸を演11起すう

 場合榊、許芋綴(S舳'凶ψに於て妄馳濃1き1豪一杯1榊一1'I帖戸で.緬蹄釈才う
 一榊子と箏り、試秤餅とこて崎鰍滴凌。)棚定1充1審砺よl/乞庸擬保本社1、赦

 椥紬髄たので・舳一)多I≠思榊…)。/n・一州11て・も蒋卯鳶鮒空中綱:より侵さ
 北嫌、気性柵例・維調車1二'よる内節鰍は細絡過鮒山'一きら1丁!騎う事は、爾
 麦ラ伽二で包装1た雛∂131少凶袈ア後亡妻し舳ものに.比へ・4σ綱～千ε舳は鮪度

 '搬蛛痢巾か
 イ走って新雀千の膚孝裏は表酎の汚乗1(ネ・ト・才ビの発生萩'泥)の程麦により判定するの乃1I一

 最七善通であり、<の意1:初'うラ圏鴻裏は表面に・発生したネト・刀ビ等に比例して値下

 することグ締てこれむ'“最も貴く鮮.馳:、糺杓I朽のと馴つれる。'

 註看榊・項則ごつりm1則1定後は紙面の押合で省略した。

、

 、㌻;1;・㌻～浅紗途。
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奄天籍戚

 (郡1雫〕下膳筒よ儒ワ)一丁・、生
 榊セ綱ト㍗犬叶1黒㍗赴任1点1養名肛キ羊
 ノトト・新榊う=・まだ燈気分前伽だう1に、㍍柵坤
 褐㍗σ蝋1熟1・何州鰍茉暇んできた。
 苧で・や諸が憐に州伽の噺し硫。

 ⑨嚇あ慨蜥繊榊糾これ陳捌剛ε由人
 険伽榊)定離釧に圭レmめる。

 、(この綿ア十と1て・た劇痛で,瞭脚だ印、
 近目中に紬腿して酬朽そうで九)

 'さてこの鮒にようと・竿店岬オ枷柵雫舳、測・月∠
 勾)・鰍打実1柵予榊ジ・出実綿川。ゴ、つことは、
 朝の糠亥倣暖暖であうこと流糺て上)う。
 ⑤上きL伽k浬の師・水産生物の蹄郁纐卿芭よリ{,叩くぽな
 いかぼ貝海藻憎戸しふのいく/は内鮒りもい・戸珂早く
 3叫糀テに棚仰亡・)と語1出。
 餓笹㌧内職態瀞て、産戦柁餐桝市。.
 この鍬㍗1戦増齢美七靴坤卿。

 4、碓枷峰例主と・て介藻領、帆於いて舳)柵
 情!二わよう是正することク峰にな。て米州よう。
 ⑤餓二よっては掃早リ匝1べ嚇崎し榊。昨午のリ悩
 ・長榊榊・れ午の岬二覆1艀で、1舳服まで航てし互
 さ。

 狐こ舳の柵槻洲岬って榊、肺の用栗榔
 舳三σ)に・崎凱脚1剤/)バ・て師リ1に多瞳り
 。ホタ浦鈍重下して稀舵脇して/)る。
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 桑幾㍗㍗∴脚じ∵うようで.'㍗主
 面㈹他.

 王城あ:械の.芸。1剛1む,く!r瓶

 にようと、7卜亡ツiク肘うで、■

 方軸部究す.必要が1ある。

 .(舳冷狐士1ア川。ノエ=ち・、もつ、くはI標、承

 一』'ン]:1,気.1.1二名主すう.い劇1ら、槽雁

 1以上力1■リ生孝綱係て一あるカ:.』、こ引一うの嗣・董稿嚢(塵行蜂に漁民が1王った

 く無帥じ?のようで1、例む1∫“てツ.クの生序、高石照会してわ、件の源協力いうj。

 通の団・雀も奮、レ〕そうで;結局は自、匂うのηに板壱イセつ'いと確証嘆してリうよう
 て1す。

 早・リ袖・に諦順鮒禍も作製すうわです311一、榊と不利子便ポ
 とつl11多〕一ごとで'こよう"

 力11'しグし、木尾に4束た以、」二こ・つく、り照乞掘えて勉強す引フと沃、葱θ)程瓦

 ・示、して・朽伯の.で、1」'らすヤ柵中梱ん1蝋石き燐純る夕、竹に斐考肚

 1ピ姉春一ことではう。
x∵×x

 鴻表メモ

 2月O日.㈲.,∵一
 ・雑音碗.rう上方、晦東晒、鶴岡く。大牟振興一里中.分場鮒のまべ探音訳耳乏

 調査につ/lて満石州訳の盈維糾漁.楴辮す垂慨海祇試壌量σど'まだ

 .・稚、〒で・も賄化して/iなし1棟厚【、棚τ肺樽膏は.享辛ミ.萎埴が.1名奉鳩へ麟

 榊之)1二蝸筏状とのことて・・鼠=㌦ボ価の≠舜雛当・舶已1中判乏,
 1台北米祐の〆ござ・・柵iI浦瀬ミを鰍諏てI豆て蝋こと1産1桁差止めう。(解

 度・ヤントア“何ル星フけて癖刷一1増殖言曜鶏に幻計画甑に予一専イ日して楓)

 漱㈱書物確理二応終了。漕鵬淋の5とllリ丸纈屋1111鯛蕎踏買用徹
 不帰万。魚体湧健〔きは'')実権。さ1ず杣圧・煮の禦錘試'職。
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製造評伏号)
一甲野呪

口1回凸
 仙町立膨1細榊1教1う残肺緯榊/・1醐秤机下
 染蝉賢砕鮒1靴とぼへト“て洲た二敬に考岬§と工鰍
 生憎牲葉を俸止していうと。)ことであったガ1雫〕工場主婦野氏の'好意により・種く
 識貞瞬も日航洲こ果して婦蓬含に・く。
晒胆

 春山囲臓虹業者麻琉苅娠側鮫耐伽1ついて敏輸蝋こは1矛に
 微何実化湘柏こ創剛1几でいる五う鵬酬グQ/あるように帥凧

匝

 ゴ叩溶性蛋白の蟻出書ギ疑直1交矛をす。・・

呵面一丁曖1固

 組蛍台の定量実験乞継統して東流れ

晒

 替物肛椛所不、工、正仰氏ババ竹謙繋継奪託!鯖のため末詠・
巫

 甲不肺主倹勧工1芽誠、李紡榔雄附3綱:亘/、雛鵬話蛾

 れた。聴細抑。噸1・峨町代で鮒台1・鰍だ州州で
 ■あフた諦魯祓怖今更なぴ'一'フ凧呑看互禁じ袴汀かった

坐亙1国

 ソーダ郷靴峨竣、こ柵帖こ木浦鮒乃ザ榊甑ワ馴雄試
 抽彦に脊詮した棚W廠斥誠リ、ソータ1■1箏μさ柵ること1二よ,)酒鰍

 の祈榊の鮒;卿・1州で砥尚この榊七・η胴シン鋼
 リた騎肺粁綿難行った一註アmイシニは才一/πシンに次レ,で
 発噴札た林生概質で絹。)
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 匡頂〕…コ

 ー琴坤産別〕工碓所鰍に/洲植織寧駆才1榊千雛にて
 行/肺ロン爵ど縦ものを今号.虻詰翫、'1翻沈/、1貯芭着禰し
 丁珂1午酬1て廠鰍'なさ鮒フたた'め献納1・あ用11う
 二二;..ぐ鰍砕こ告で争ったけ榊言キ愉クlI一よけ繍・ll'二と邑祈って例肌
 2..今日γ2.月5百

 新嵌糾以鮭紬糠施才。謂蛾は舶と同株でIあう∂11・調職ノ1倣.
 の目「喬切:て七ロファ=二一系ヘレ:て魚{李星官.ラナ、・一旦販斎、し水‡万種騒二めてゆ圭†ノ三70カ5)利

 一、,姉卿蝸ちに七口フル新/岬縦漱して製ア比
四四一

 新宣業異才2大副策品の訴館ユ県庁才1玄謙室にて同催す。前日1.負炊課長・員。.
 '野雄課長リ果衛生添榊、維弼.ひ・術生評鰍春蛇足書棉、1むニブ1酉旧

 場長かう新色締従業の趣旨説ヨ榊''あった弦、白石髄締.ゲら雛ザついての継

 訊環詩家の靭1省4;叩馬り、葦く一糸4)許食乙σす.今日の毒㌔一案幻‡始めての企ててあったガlI

 絆綱臓諭差榊.雅,㈱繍I敢に貫す洲1)うのじ!菖11比

 準且1則.∵
 才3汰新包装鼠製追試歌こ実オ乞す。言紅至秦烹穣薗の着工程は市回と署岡林で

 二;鮒禰呼にグリエ千レ淵こ詰め密封・三テ}二で一峰じ(;:二1'rした納二二号
 ・テ1i・貝.蝸廠止・市弾術て勅睦した・又痛言猟した材二旧のアクロ
 マイシ)の鮮度傑荷諏'琴駆わ,実花した。

図

 :生ミニ、。ら塩多=禰融焼藏止式繋き芦一「皇統実施した。
 x叉x

 助長メr=一

 !h紬=・一(査)大繍童醐.粥鮒調査の・実生芒祐靭た砿.締綴した由

.、

 水産庁硫一'課手職1盲奔日祇。杜僚面禰所長帥さ/は・で末'
 勧)告、電報運鯖が'あ・ア…と木産課から電言帥'あフプミ。

.比30一一





 箒蹄に悪∵∵㍗之津∵∵し帆㍗)
 米産学評、町甲・数授よリ、熊本ξ.福岡丙呉ゐσ〕リ平1晴飛琉。'(作柄は一

 .箱に鮒で絹。制二荒足大綱殖淋口)

胆且1

 さば1鰯の7レ八伊ラート作製。大の男41I■スライドに銀山麟をゴ片ブ㌧
 ごニピ11で整理すうわは.一候・1榊鯖の図亭。舳辻義のに
 雑目かムさ。

與
 さば)育・1奉測■走、

 、.於椎坤口.綱博士のメく寅硫の鞘セ小松舳席1
 一・於枢諜、岩餓肺操作網。永正,氏蛎由掘掻碗当協の継工
 場に金搬滞品
匝

 ミは埴嘆骨さソフテ1リクスで撮影。

 のり生育講童。1プノヴ謙、の仰衰貢好'κ湿球場1与度。lll口1ヲ庚山
 ■2月3目～2片■涌i

 麻大水産学師虎.摩I整運、

 さ1榔測雫㌧・'
匝

 さ1士堆鰭骨ソフテソク八構、影。

1巫則

 ・養殖締i晶霊一理ぺ
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三色岸.漁業部航記
肥像'言巳

 LL世7目1.一.二一一{

 庶史軸港、舶に向う。肺鎚遇の頃より融高く箏り竜、乙決して

 一杯才糺と11脇如何すうこと汕末榊多岬沖よ/山川へびミれ九
度

 禄子舛舵操案、勅ての職て■まこrく。W服潅くウネリ.討,
 面三衝淀に入植す。涌協芝言棚一し色々立セ光緒のκメチカ,.魚業"に対すう意見

 星聴痢,今午こそは県タド細に頁1すσレ)ぞ'との意気力lIIうク'グー'杓糺る。

 。≡蛋'.葡はキご別綱のヲ.葡朝。

 .も^、ニキ≡lc炉け約・・、と1出港すう晋は印象的て'あう。

 '度1百一'l!}

 'K具}症川上技師も未稚。、廉宅島北音陸化縮(i0藁〕と笑に操業。鱗鰹し。

1亙二四
 ε'用漢嫌あきうめ東岸撮業に移る。財化膿.化船は操業廿す。熊野

 洞一に炊㌶.㌧県ダ影氏閉望声更泊申。iヂ種チ浦楊貢ξ・野支戸生をたす・淑る。支所長よリ
 熊秤方の櫓こフ/l≒/〕うりろ洲I、った。今年は〃メチ蹄・1エ勅誤立さ札
 芒。。六リに紅メ・哨'=カ働ラフ/こクを注き“たリ。そして浦民と工場との朱集の線

 で迎・もプ碑≦帥れし刀'こ一輔楊州!は''版絹1妹職業して
 岳/剛㌧打・に敷榊こ土1軸く州!たような抑だ㌧
区団1

 宮崎岸、絡と刑こ熊野沖で1操業。全く漁qく全員協議の末、岡ひI'、幕毛へ向う。

 。応騎際よりほuつぼuつ・,膚孝)フ化は“乗喬且員の彦迂に七笑が1'出、て、禾る也

区団

 最後の操業日・耳形r横都㌻封じとII飼村臭し注騎～r晴斗吻頃までI活溌は捕獲
 〃.イ下わフ化人璽草をすう目深亡カ1リ。賎イ巴ひと''くσリ鰭止め廓蝿稀に向う。
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塵江五三巫画

 平帷緋嚇湾内州†1ワ峨雫ξ行11職一神醐昨竜
 一x∵×一×一'・

 rニベ1∴∵∴二∴二二,

∴∴㌻㌻∵∴!
 卜㍗牝軸ぺ秘書、iてごま.と云うのも、1

ル1∫
～

 ト11吋∵枇州禰童糊一
 !恥∴∵∴ll∵11一

子
ピ

 ㍗㍗榊猟蹄棉帝岬〕た。餓妻を乞年一
」

'
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 一'ηK
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